
 
 
 

・これまでに完了した主な事業                        

①高機能消防指令センターの運用開始（H24.4） ⑦在宅介護手当の創設（H22.4） 

②光ファイバ網の整備（東名以北 H24 年度）   ⑧磐田市急患センター開設(H25.3) 

③獅子ヶ鼻トレッキングコースオープン（H24.4） ⑨特別養護老人ホームの新設（H24.４） 

④学習交流センター(天平のまち 3Ｆ)開設（Ｈ24.5）⑩北部地域包括支援センター新築（H26.3） 

⑤太陽光発電設備導入への支援（H25.H26） ⑪周産期母子医療センターの新設（H22.3） 

⑥今之浦第４ポンプ場完成（H26.3） ⑫市立病院外来東館（腫瘍センター）の開館（H24.4）   

・現在継続中の主な事業                          

  まちづくり【成長戦略】 
①ＪＲ新駅の設置（H31 年度末開業予定）         
②ＪＲ新駅周辺土地区画整理事業の推進 

③（仮称）新磐田スマート IC 設置及び下野部工業団地企業誘致 

④ＪＲ磐田駅北口広場の整備(H27 完成予定)  
 
  子育て・人づくり【将来を担う子供たちのために】 
①広島平和記念式典への小中学生派遣  

②ジュビロ磐田ﾎｰﾑｹﾞｰﾑ小学生一斉観戦  

③高校生による市政の課題研究「ヤング草莽塾」の開催 

④保育所入所枠拡大プロジェクト実施 

（約 400 人定員増・Ｈ27.4 まで） 

⑤子ども技術者育成事業     
⑥「しっぺい」を市民自慢のキャラクターに（ゆるキャラグランプリ 2013 第 9 位） 

⑦小中一貫教育の推進  ⑧中学生の海外派遣事業(台湾) 
 
  福祉政策【支えあいの仕組みづくり】            
①高齢者等交通弱者の足の確保(乗合タクシーの導入、タクシー利用料金助成)  

②発達障がいの早期発見・早期支援の体制づくり    

③75 歳以上への肺炎球菌予防接種の助成       ④家庭医養成事業の実施 

 
  産業・雇用【地域経済・雇用対策】 
①軽トラ市の開催 ④いわた農業経営塾の開設及び若手農業者の育成のため農業生産法人へ派遣  

②職員 116 名による企業訪問（がんばる企業応援団 市内 174 社へ訪問）  

③「産業交流会」・「販路開拓セミナーと個別相談会」・「就職説明会」の開催 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

磐田市役所から市民の皆様へ 

 磐田がしてきたこと、していること、これからのこと(平成26年10月) 

財政調整基金（貯金）の推移 

予定 

起債残高（借金）の推移 磐田市正規職員人数の推移 

ＪＲ新駅 イメージ図 

（億） 

※財政・組織の建て直し 改革で生れた財源は市民サービスに！ 
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・新たな事業（平成 26年度実施）                   

  将来を担う子どもたちへの支援 
①こども憲章の制定（子どもたちが希望を持ち、健やかに成長するために） 

②子育て情報サイトの開設（子育てに必要なお役立ち情報をインターネットサイトに掲載） 

③認定こども園の建設（福田地区４幼稚園、保育園を統合 Ｈ27.4 開園予定） 

④小中学校耐震補強工事の前倒し（H26 末 100%完了） 

⑤小中一貫教育を更に進めるための構想の策定（施設一体型の検討） 

⑥暑さ対策のミストシャワーをモデル設置（小・中学校、幼稚園・保育園） 

 

  地域福祉・支え合いの推進 
①障害者福祉施設への通所費用の助成     ③発達障害児の居場所づくり 

②ひとり親家庭への保育サービス利用料金助成 ④認知症グループホーム等の整備 

 

  産業活性化対策 

①（仮称）新磐田スマートＩＣ設置（供用開始Ｈ29 年 3 月完成予定：新東名高速） 

②下野部工業団地企業誘致（進出企業 1 社決定） 

③遠州豊田ＰＡ南側周辺の開発に係る基本調査（新たな産業と交流の拠点を目指した開発の推進） 

④中小企業者等の産業展示会などへの出展支援 

⑤超小型モビリティー（2 人乗りコンパク電気自動車）実証事業 

⑥食の拠点施設設計・津波避難タワー兼風力発電施設の建設（福田漁港周辺） 

 
  公共施設の見直し (公共施設白書の作成：公共施設等総合管理計画の作成 H27.3 完了予定) 

①（仮称）竜洋体育センターの建設（Ｈ27.９完成予定） 

②（仮称）豊田東コミュニティセンターの建設（Ｈ27.3 完成予定） 

③（仮称）豊岡総合会館の実施設計（Ｈ27 建設予定） 

④（仮称）豊浜コミュニティセンターの基本設計 ⑤陸上競技場の改修工事（H27.3 完了予定） 

 

  合併 10 周年に向けて 
①市歌の制定          ④公立幼稚園全園で一時預かり（H27.4 予定） 

②新たな地区活動拠点施設の一元化（公民館とコミュニティセンターを地区活動拠点として再構築） 

③道路照明灯・公園照明灯のＬＥＤ化 ⑤原付オリジナルナンバープレートの作製 

  

  その他 
①ジュビロ磐田のＪ１復帰への支援（地区応援バス、市内中学生観戦、アウェイ応援バスツアー） 

②ごみ分別方法変更(破砕ごみを可燃ごみへ)、資源ごみ持ち去り防止パトロール 

③消防団の再編（コミュニティ消防センターの建設 磐田原・中泉・竜洋方面隊） 

 
 
 
 
 
 
 
 

力強く挑戦する磐田!!へ 

食の拠点・津波避難タワー兼風力発電施設 磐田市イメキャラ「しっぺい」 （仮称）新磐田スマートＩＣ 
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平成 26 年 10 月 

１．完了した防災事業                           
①中東遠消防指令センター（福田支所 4 階）運用開始（H24.4） 

②防災センターの建設（市役所本庁舎駐車場：H25.1）⑤避難施設への表示看板設置 

③防災行政ラジオの有償配布               ⑥4ｔ、10ｔの給水車配備 

④避難所非常用電源の設置(福田中・福田小・豊浜小・竜洋中・竜洋西小・竜洋東小・豊岡中・豊岡南小・磐田

北小・磐田南小・豊田中・豊田南中・城山中・向陽中・神明中・磐田第一中・福田健康福祉会館 17 施設) 

２．継続して進めている防災対策                    
①いわたホッとライン（同報無線の内容を携帯メールに配信）への登録推進 

②地域防災計画の見直し（原子力災害対策編の修正、計画概要版の作成等） 

③自主防災会の組織整備（資機材整備、防災倉庫等）への助成 

④自主防災会の災害時生活用水確保（新設井戸など）対策への助成 

⑤自治会連合会が推進する「防災対策アクションプログラム」の支援 

⑥木造住宅耐震補強への助成 ⑩自治会公会堂の耐震化事業への助成 

⑦橋梁の耐震補強工事    ⑪環境放射線のモニタリング（本庁舎・福田支所） 

⑧幼小中学校施設耐震化工事（H26 末すべて完了） 

⑨学校給食用食材の放射性物質検査  

 
 
 
 
 
 
 

※締結した災害時相互応援協定等                     

協定締結先 協定の内容 
岡山県玉野市、山梨県甲府市、鹿児島県鹿児島市、市町村広域災害ネットワーク（20 自治体)、災害時相互応援協定 

㈱カインズ、㈱エンチョー、マックスバリュ東海㈱ 災害時物資優先供給協定 

サッポロホールディングス㈱、㈱ポッカコーポレーション 包括協定 

中部電気保安協会 災害時における電気の保安に関する協定

静岡エフエム放送㈱ 災害時における非常災害放送 

ヤフー㈱ 災害時の情報発信 

静岡県行政書士会、静岡県解体工事業協会 災害時相談業務、復旧業務

静岡県測量設計協会 応急対策業務 

静岡県不動産協会静岡支部・静岡県宅地建物取引業協会西部支部 災害時の住宅提供 

日本建設機械レンタル協会静岡支部 災害時の優先的な建設資機材等の貸出

 

防災行政ラジオ 防災センター 

磐田市が進めている主な防災・津波対策 
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３．完了した津波対策事業                       
①竜洋地区に津波避難施設４ヶ所の整備 竜洋東小の屋外階段(H24 完成) 

掛塚、駒場(2)、小中瀬に津波避難タワー（H24 完成） 

②福田地区に津波避難施設６ヶ所の整備 

豊浜小、福田中、豊浜、長池配水場、中川排水ポンプ場の屋外階段（H24 完成） 

福田(７番組)に津波避難タワー（H24 完成） 

③「津波注意」「海抜表示」看板の設置(公共施設、コンビニ

エンスストア)「海抜表示」シール（電柱など） 

④民間の建築物所有者との津波避難ビル使用覚書締結 

(H26.9 末現在 86 施設) 

⑤磐田南部地区に津波避難施設１ヶ所の整備 

浜部に津波避難タワー（H24 年完成）  

⑥津波監視カメラの設置（H24 映像配信開始） 

４. 継続して進めている津波対策事業                  
①津波対策事業基金の推進（H26.9 末 215,132 千円 46 件） 

②(仮称)福田幼保園の新築（H27.4 開園予定） 

③民間の津波避難施設整備への助成（H26.9 末現在 19 件） 

④津波避難施設誘導サインの設置 

５．今推進している防災/津波事業（平成 26年度）             
①静岡モデルによる静岡県と連携した防潮堤整備（平成 46 年度完成予定） 

②災害用マンホールトイレの整備（市内 12 ヶ所の指定避難所） 

③避難所の受水槽への給水装置の設置（40 ヶ所設置予定） 

④災害時障害者用トイレの整備（20 基配備、指定避難所すべてに配備完了） 

⑤福田東地区に津波避難タワー1 基設置      ⑨津波避難計画の策定 

⑥被災地での職員研修の実施（岩手県へ、市職員 15 人程度） 

⑦中東遠地域消防救急無線のデジタル化（中東遠 5 消防本部で共同実施、平成 27 年度まで） 

⑧消防団再編に伴うコミュニティ消防センターの建設 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
※問い合わせ 総務部危機管理課  ℡ 0538－37－2114 

津波避難タワー（駒場南） 

避難施設への誘導看板 マンホールトイレ（イメージ図）

TP+14.0m

TP+10.0m 

防潮堤断面図 

防潮堤整備（イメージ図） 

現況堤防 

【会場配布資料】


